
　経営の健全性を維持しつつ収益を拡大していくため
に、当行では、信用リスク、市場リスクなど個々の
リスクを別々に評価し管理するだけでなく、リスク全体
を統合的に捉え、銀行全体のリスクと経営体力（自己
資本）を対比することによるリスク管理、いわゆる
統合的リスク管理を行っています。
　この統合的リスク管理を実現するために、「リスク
管理基本規定」をはじめとするリスク管理規定体系を
整備し、銀行全体のリスク管理の方針や管理の方法を
明確にしています。また、融資・市場・事務・シス
テムといった業務部門毎にリスク管理部署を定め、その
特性に応じたリスク管理を行うとともに、リスク管理
部リスク管理グループをリスク管理統括部署と定め、銀行全体のリスクの把握とコントロールを行っています。
リスク管理にかかる重要な方針や具体的な行動計画は、定期的に開催される「ALM委員会」および「リスク
管理委員会」で協議し、経営のための報告・提言を行います。

　信用リスクとは、貸出やオフバランス取引等において、取引先の信用悪化に伴い、元本や利息の支払いが契約
通りに履行されず損失を被るリスクのことで、銀行業務における主要なリスクの1つです。
　当行では、「信用リスク管理規定」を制定し、融資の基本姿勢を明文化したクレジットポリシーを定め、貸出
の審査にあたっては、これを遵守するとともに、安全性・収益性・公共性・流動性・成長性を基本原則とし、
事業計画や資金使途、返済能力などを総合的に評価し、厳正な姿勢で取り組んでいます。
　また、特定先や特定業種への与信集中を回避し、リスクを分散するために、大口融資先の管理方針を明文化
した「与信ポートフォリオ管理要領」を制定し、業種別・企業規模別などさまざまな角度から信用リスクの状況
のモニタリングを行い、与信ポートフォリオの健全性向上に努めています。
　取引先の信用状態については、「信用格付制度」により企業の財務状態などに応じた格付に区分し、「格付査定
システム」を活用して随時見直しを行っています。この「信用格付制度」を信用リスク管理の中心と位置づけ、
貸出金利プライシング、融資決裁権限、信用リスクの計量化など、与信業務全般に幅広く活用するとともに、
信用リスク管理体制のさらなる高度化に向けての取り組みを強化しています。

　市場リスクとは、市場の変動により資産の価値が変動し損失が発生するリスクのことで、金利の変動によって
発生する金利リスク、有価証券等の価格の変動によって発生する価格変動リスク、為替相場の変動によって発生
する為替リスクなどがあります。また、市場での取引量を確保できないため、通常より著しく不利な価格での
取引を余儀なくされることにより発生するリスク（市場流動性リスク）も、市場リスクの1つとして捉えています。
　当行では、資金証券部が市場リスク管理を担当しており、リスク管理の状況をリスク管理部リスク管理グループ
および毎月開催されるALM委員会に報告し、検討、分析を行う体制となっています。
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　流動性リスクとは、当行の信用状況等の変化または予期せぬ経済環境等の変化により、資金調達力の低下や
資金流出が発生し、資金繰りが逼迫するリスクのことです。
　当行では、半年毎に運用・調達のバランスを考慮した資金計画を策定するとともに、月次・週次・日次で資金
繰りを厳格に管理しています。また、万一の場合に備えてコンティンジェンシー・プラン（緊急時対応計画）を
策定し、さまざまな事態を想定し対応できる体制を整備するなど、万全の措置を講じています。

オペレーショナルリスクとは、銀行の業務の過程、役職員の活動もしくはシステムが不適切であること、また
は外生的事象により損失を被るリスクのことをいいます。当行では、オペレーショナルリスクを、事務リスク、
システムリスク、その他のリスクに区分し、それぞれにリスク管理部署を定め、その特性に応じたリスク管理を
行うとともに、リスク管理部リスク管理グループをオペレーショナルリスク管理統括部署と定め、統合的リスク
管理のなかで、銀行全体のオペレーショナルリスクの把握とコントロールを行っています。
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　事務リスクとは、役職員が正確な事務処理を怠り、あるいは事故・不正等を起こすことによりお客さまにご迷惑
をお掛けし、その結果当行が損失を被るリスクのことをいいます。
　当行では、事務の多様化や増加し続ける取引量に適切に対処し、お客さまからの信頼を維持・向上させていく
ため、可能な限りIT化を図り事務の自動化を行うなど、取扱量を極小化することにより事務処理体制の整備・
強化に努めています。具体的には「事務リスク管理マニュアル」を制定し、管理者による定期的なリスク認識
およびリスクチェックを実施しています。
　銀行内で発生している事務リスクについては、本部各部署で取りまとめを行い影響度合いを測定しています。
　また、パート行員を含めた全行員の事務知識向上のために、e-ラーニング等の各種研修を実施しています。
監査体制としては、監査部による本部各部門および営業店への内部監査の実施、本部各部門および営業店自らが
行う店内検査、また事務統括部による事務指導臨店により、内部牽制を図りながら本部と営業店が一体となって
事務水準の向上に努めています。

　システムリスクとは、システムの不備・コンピュータの不正使用・誤操作・機器の故障・サイバー攻撃等を原因と
するコンピュータシステムのダウン、誤作動、サービス停止等、ならびにデータの紛失・破壊・改ざん・漏洩等に
より損失を被るリスクのことです。
　システムリスクを回避するための対策は、お客さまに質の高いサービスを提供するうえで極めて重要なことと考え
ます。当行は、各種システムおよび設備の二重化等の安全対策を講じるとともに、事故を未然に防止するためのルール
や、万一障害が発生した場合の詳細な対応方法を行内規定に定め、システムリスクの極小化を図っています。

オペレーショナルリスクには、事務リスク、システムリスクの他にも、悪質な噂や風説などによりお客さまや
市場の間で当行の評判が悪化し、当行の株価や業績等に悪影響を及ぼす風評リスクや、災害や犯罪などにより
お客さまや当行の行員、店舗等が損害を受けるリスクなどがあります。
　当行では、「風評リスク対策マニュアル」や「防犯・防災対策マニュアル」を制定し、役職員の日ごろの心構えや
リスクが顕在化した場合の対応策などを定め、こうしたリスクの軽減・極小化のための体制を整備しています。
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